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毎
週
水
曜
日
は
午
後
7
時
ま
で
受
付 ※

取
扱
業
務
は
限
定
さ
れ
ま
す
。事
前
に
ご
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認
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い
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●
港
区
に
居
住
し
て
四
十
年
、
私
自
身
あ
ま
り
に

も
地
域
の
こ
と
を
知
ら
な
さ
す
ぎ
ま
し
た
。楽
し

く
地
域
の
こ
と
を
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。（
明
石
） 

●
編
集
部
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
4
人
加
わ
り
、

一
層
充
実
し
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
地
区
の
一

つ
の
特
徴
で
あ
る
「
み
ど
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。地
区
の
方
々
が
み
ど
り
や
花
に
関
心
が
高

い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。（
安
藤
洋
） 

●
今
号
で
さ
ん
ぽ
み
ち
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
輪
地
区
を

一
巡
し
て
終
わ
り
ま
す
。地
域
の
歴
史
や
地
理
等
を

調
べ
て
み
て
、
ま
す
ま
す
わ
が
町
へ
の
愛
着
が
深

ま
っ
て
き
ま
し
た
。（
伊
関
） 

●
ア
メ
リ
カ
ン
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
数
々
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
河
村
）

●
東
京
を
　
み
ど
り
で
再
び
　
被
い
た
い
　
浜
か

ら
の
風
で
　
風
鈴
も
な
る（
坂
下
）

●
東
禅
寺
の
森
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
宮
脇
先
生

の
植
樹
へ
の
情
熱
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

（
滝
川
）

●
夏
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
年
々
盛

大
に
な
る
よ
う
で
す
。地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、猛
暑
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
！（
田
中
）

●
普
段
使
わ
な
い
頭
を
、
み
ん
な
と
ひ
ね
っ
て
考

え
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。（
中
嶋
）

●
今
年
参
加
し
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と
。そ
れ
は
制

作
に
は
予
想
以
上
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
費

や
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。熟
読
玩
味
お
願
い
し

ま
す
。（
谷
知
）

●
私
た
ち
の
地
域
に
は
こ
ん
な
に
沢
山
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
地
域
の
み
な
さ
ん

が
ガ
ン
バ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。（
山
根
）

●
昔
な
が
ら
の
町
工
場
が
並
ぶ
裏
通
り
、
高
層

ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
再
開
発
地
域
、
緑
豊
か
な
高
台

の
高
級
住
宅
街
、
点
在
す
る
由
緒
あ
る
神
社
・
お

寺
。「
白
金
」
を
歩
き
、
改
め
て
そ
の
多
様
な
魅
力

と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。（
吉
田
）

●
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
小
中

学
校
の
経
緯
度
を
、
次
号
で
発
表
し
た
い
と
思
う
。

緯
度
経
度  

母
校
の
庭
に  

梅
雨
晴
れ
に
　（
渡
邉
）

木
村
　
博
史
（
サ
ブ
チ
ー
フ
）

谷
知
　
貞
江
（
サ
ブ
チ
ー
フ
）

伊
関
　
則
子

滝
川
　
ま
り
え

中
嶋
　
路
子

山
根
　
幸
子

渡
邉
　
義
信

安
藤
　
洋
一
（
チ
ー
フ
）

坂
下
　
妥
子
（
サ
ブ
チ
ー
フ
）

明
石
美
穂
子
　
　
　
　

河
村
　
保
弘

田
中
　
啓
子

安
　
勢
津
子

吉
田
由
紀
子

この街が好きだから。できることから一緒に始めませんか？この街が好きだから。できることから一緒に始めませんか？
高輪地区生活安全・環境美化協議会高輪地区生活安全・環境美化協議会

こんな活動をしています＜4つの専門部会活動＞ 参加はどなたでもできます（メンバー募集中）

今後の活動予定

活動団体の皆さん
町会・自治会、商店会、青少年対策地区委員会、母の会、防犯協会、ビル防犯協力会、交通安全協会、消防団、防火防災協会、警察
署、消防署、国土交通省、東京都建設局、東京青年会議所、日本たばこ産業（株）、（株）ケーブルテレビジョン東京、東京電力（株）、
食品容器環境美化協会、白金志田町倶楽部、“社会を明るくする運動”推進委員会、京浜急行電鉄（株）、港区　計88団体

『地域生活の安全確保と環境美化の推進』を目的として、高輪地区（三田4・5丁目、高輪、白金、白金台）に住み、
働き、活動する88の団体、企業、官公庁で構成された地区最大の組織です。

■高輪地区の企業や任意のグループなど、単位の大小は問いません。
■活動への参加は、負担のない範囲でかまいません。
　可能なものから参加してください。
■参加に費用はかかりません。
　活動に必要なものは協議会で準備します。
【問い合わせ】
協議会事務局：高輪地区総合支所 協働推進課 活動推進係   
☎5421-7621

打ち水大作戦
夏の夜間パトロール

タバコマナーアップキャンペーン
自転車交通安全キャンペーン

小学校通学路点検
文化財周辺クリーンキャンペーン

■パトロール専門部会
地域のパトロールを実施しています。

■道路・公園専門部会
道路工事進捗状況の把握や通学路
点検、公園等の安全対策などの活動
をしています。

■自転車・バイク対策専門部会
放置自転車・放置バイク対策や交通
安全マナー向上の活動をしています。

■環境美化専門部会
清掃活動や、タバコマナー啓発キャン
ペーン、打ち水などを実施しています。 8 月

9月

9月～
11月

■区長による8020達成者表彰
■港区立小中学校の生徒さんに
　よる研究発表
■ゲスト：歌手　奥華子さん
　（映画「初恋」「ガーネット」の主題歌）
■日時：平成 22年 10月23日（土）13：00～ 17：00
■場所：高輪区民センター

【問い合わせ】
みなと保健所保健サービスセンター　 ☎3455-4772
芝歯科医師会　　　　　　　　　　 ☎3431-7716
麻布赤坂歯科医師会　　　　　　　 ☎3403-1402

「お口の健康フェスタ」開催のお知らせ

地域の誰もが気軽に立ち寄って、お茶を飲んでのんびりしながら、そこで出会う人
と楽しく交流ができる場所を探しています。そんな空間をあなたのお家の近くでも！
■スペースを提供してください。
　（町会会館やお寺の境内などの自由に出入りできる空間）
■日程等は応相談。
■運営・備品用意等は支所で行います。
■謝礼等はお支払できません。（光熱水費は実費弁償いたします。）
■その他、詳細についてはお問い合わせください。

“ふれあい”のお手伝いしませんか？
寺町コミュニティ事業（高輪地区総合支所地域事業）

＜昨年度の様子＞
高輪コミュニティぷらざ、高野山東京別院で実施しました。お茶を飲みながら、のんびりとお話しを
したり、ミニイベントではマジック講座やビニール袋でロケット作り、折り紙教室も行い、子どもから
ママさん、お年寄りの方まで幅広い世代の方々に楽しんでいただきました。

【問い合わせ】
高輪地区総合支所協働推進課　地区政策係　☎5421-7123

三田４･５丁目･高輪
白金･白金台
発行：高輪地区総合支所
　　　協働推進課

（担当 / 安藤）

表紙絵 白金・氷川神社 佐伯 庄吾さん（高輪在住）
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緑
で
風
の
道
を
つ
く
ろ
う

　

50
年
も
昔
の
話
で
恐
縮
で
す
が
、
夏
、
夕
方
に

な
る
と
必
ず
縁
側
に
涼
し
い
風
が
通
り
抜
け
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
9
年
の
寺
田
寅
彦
氏
の
随

筆
に
、
「
夏
の
夕
べ
の
涼
風
は
帝
都
随
一
の
名
物

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
そ
れ
を
自
慢
す
る
江

戸
子
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の
東
京
で
は
、
夕
べ
の
涼
風
は
当

た
り
前
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
東
京
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
壁
の

よ
う
に
立
つ
高
層
建
築
群
が
海
か
ら
の
風
を
遮

り
、
さ
ら
に
、
冷
房
の
排
熱
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
輻
射
熱
な
ど
に
よ
る
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
と
や
ら
で
、
百
年
間
で
3
℃
以
上
も

温
度
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
夕
べ
の
涼
風
」
と

い
う
言
葉
さ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
体
、
こ
れ
か
ら
東
京
の
夏
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
し
、
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
港
区
環
境
課
の

調
査
に
よ
る
と
区
内
で
は
こ
の
白
金
・
高
輪
・
三
田

地
区
は
夏
、
最
も
涼
し
い
地
域
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
区
が
港
区
の
中
で
緑

が
最
も
多
く
、
緑
が
熱
を
吸
収
す
る
た
め
だ

か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
連
続
し
た
緑
は
風
を

呼
び
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
で
は
ま

ち
の
真
ん
中
に
連
続
す
る
緑
地
帯
を
つ
く
り
、

風
の
道
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
わ

が
街
で
も
、
海
か
ら
続
く
緑
地
帯
を
つ
く
れ

ば
、
夕
べ
の
涼
風
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
緑
を
守
り
育

て
、
海
か
ら
の
素
敵
な
風
を
呼
ぶ
「
風
の
道
」

が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

❷  地域のイベント
 夏祭り〜祭りだ！ワッショイ！〜

　　　　四の橋 夏祭り

　　　　豊岡町会盆踊り大会

　　　　春日神社大祭

　　　　白金氷川神社大祭

　　　　東京アメリカンクラブ 盆踊り

　　　　高輪神社例大祭

 Let’s ミュージック！

 寺町コンサート 

 白金高輪
　　グリーンミュージックフェスティバル

❸  この街にこの人あり
 明治学院大学教授・社会福祉学者

 河合 克義さん

❹ ❺ さんぽみち
 2つの顔を持つ町、白金！

❻ ❼ 地域のＨＯＴな人たち
 緑を守り育てる！

　　　　緑のカーテン

　　　　みどりのサポーター

　　　　東禅寺のどんぐりの森づくり

　　　　桂坂を花いっぱいにする会

 

CONTENTSCONTENTS

品川駅東口～浅草線三田駅間
を毎日20分間隔で運行してい
ます。ぜひ、ご利用ください。

高輪ルート
　　 運行中！
高輪ルート
　　 運行中！

お口に関する景品も用意しております。



桂坂を花いっぱいにする会
道行く人も気軽に水やり

高輪親睦会
嶋会長

熱心に花壇づくり

大きなポリタンクも用意

❼  みなとっぷ 2010年7月 ❷

東禅寺のどんぐりの森づくり
　4月中旬、東禪寺開創400年を記念し、生態学
者横浜国大名誉教授宮脇昭先生の指導の下、
「東禪寺ドングリの森づくり」の植樹企画が行わ
れました。品川駅近く高輪3丁目にある東禪寺は
境内にある大きな樹木や素晴らしい日本庭園を
大事に守っています。この企画に応募された方は
350名を超え、地域の方々の緑に対する関心の高
さがうかがえます。記者たち3名も早速この企画
に参加しました。
　まず宮脇先生から、その土地柄に合った樹木（潜
在自然植生）を何種類も混ぜて植えることによ
り、何百年も存続する森ができるというお話があ
り、今回はシイ、タブ、カシなど45種類の苗木
1800本を東禅寺内の約500m3の土地に植えると
のこと。ひとつひとつの苗木について詳しい説明
がありました。
　早速みんなで植樹開始。植える区画の土は既
にやわらかく開墾され、斜面はきちんと土留めさ
れていました。あまり密になりすぎないよう、また

種類が片寄らないよう注意しました。植え終えた
あと、用意された敷き藁を土が見えなくなるまで
苗木の周りに置き、藁が飛ばないように、その上
からロープを四方八方に張りめぐらせました。
けっこう時間はかかりましたが、誰もが達成感
いっぱいの表情をしていました。
　この苗木が5年後、10年後どうなるのか、とて
も楽しみです。区内に多くの“本物の森”ができ
ることを願い、取材を終えました。

何百年も存続する森づくりを目指して

宮脇先生の植え方の説明 みんなで木の苗を植えています

地域のHOTな人たち
緑を守り育てる！緑を守り育てる！

 高輪地区をもっともっと緑 と花でいっぱいにできたら・・・こんな目標を掲げて取り 組んでいる人が大勢います。    ミニガーデンから数百年存続する 森づくり、そのプランは千差万別ですが、  
 緑や花を増やしていくことは快 適な未来を創造するための第一歩。

そのための4つの活動に情熱的に取 り組んでいる人々をご紹介しましょう。

四の橋 夏まつり四の橋 夏まつり

豊岡町会盆踊り大会豊岡町会盆踊り大会

四の橋夏まつりでは、恒例の鼓笛隊パレー
ド、和太鼓や大ジャンケン大会、盆踊りなど
イベントで盛りあがります。楽しさいっぱい
の夏まつりを楽しんでください！
■開　催：8月7・8日（土・日）
■場　所：四の橋～白金商店街

町会主催の盆踊り大会です。縁日もあります！
■開　催：8月7日（土）
■場　所：豊岡町会第二会館前広場　三田5-7-8 東京アメリカンクラブ 盆踊り東京アメリカンクラブ 盆踊り

太鼓のパフォーマンス、浴衣コンテスト
や港区民謡舞踊連盟との盆踊りなど、ア
メリカのカーニバルと日本の夏祭りを楽
しめるインターナショナルなお祭りです。
東京アメリカンクラブの高輪仮施設は、
来年、麻布台に移転します。高輪地区で
の最後の夏まつりを楽しみましょう！
■開　催：8月７日（土）
　16:00 ～ 20:00
　入場無料（品川駅高輪口からシャトルバスあり）
■場　所：東京アメリカンクラブ駐車場　高輪 4-25-46

高輪神社例大祭高輪神社例大祭
今年も各町内の神輿が練り歩きます！３年おきの宮神輿は来年担げます！
■開　催：9月11・12日（土・日）
■場　所：高輪神社　高輪 2-14-18

白金氷川神社大祭白金氷川神社大祭
氏子が20町会にまたがる氷川神社。町内
ごとに神酒所がつくられます。神社でお祓
いを受けた後、神輿や山車が町内を巡行
してお囃子車が大祭を盛り上げます！
■開　催：9月18・19日（土・日）
■場　所：白金氷川神社　白金 2-1-7

春日神社大祭春日神社大祭
各町会に神酒所がつくられ、10ヶ町の神
輿が桜田通りに勢揃いすると町内はお祭
り一色となります！地域に密着したお祭り
と街の賑わいを楽しんでください！
■開　催：9月4・5日（土・日）
■場　所：春日神社　三田2-13-9

地域の様々な世代の人たちが集まり、一緒に
音楽を楽しむことで地域への誇りと愛着を深
められるイベント！今年1月に開催したフェス
ティバルは、アマチュアとプロの音楽家たちが
大集合し、歌やコーラス、ミュージカルと多彩
な音楽会でした。今年度も引き続き開催いた
しますのでぜひご参加ください！

白金高輪
グリーン

ミュージック
フェスティバル

アマチュア出演者を募集！！

【問い合わせ】 
高輪地区総合支所協働推進課 地区政策係　☎5421-7123

「白金でお洒落な大人の音楽を楽しもう！」をコンセプトに、ボランティア
グループ白金志田町倶楽部が主催して白金の飲食店や花店、ゴルフラウ
ンジ等で開催しているプロミュージシャンによるJAZZライブ。2009年
3月から毎月1回開催され、25回目となる今回は、女性3人ユニット「ソン
リサス」によるほのぼのとした
キューバ音楽です。パーカッション、
マリンバ、リコーダーの協演、そして
ステージと客席が一体となった楽
しい演奏を堪能ください。なお、保
護者同伴に限りお子様の参加も可
能です。
日 時：8月27日（金）19:00 ～
場 所：David’s Deli（イスラエル料理）　三田5-13-13
ミュージックチャージ：1,500円（子ども500円） ※飲食代別
【問い合わせ】 白金志田町倶楽部　☎3444-2920 予約制（先着30名）
    kai@ifaps.org      URL  http://shidamachi.exblog.jp/

ザルツブルグの
モーツァルテウム音楽院在学　

中島章博氏

Let’s ミュージック！

白金志田町倶楽部JAZZライブの夕べ
ほのぼのキューバ音楽！ 演奏：「ソンリサス」　　

（担当／田中・中嶋・山根・安藤・河村）（担当／中嶋・安・滝川）

ゴーヤとイサキの
エスカベッシュ
ゴーヤとイサキの
エスカベッシュ

■イサキ（あじ、サーモンでも可）・・ 1尾
■強力粉（薄力粉も可）・・・・・・・・ 適宜
■ゴーヤ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1／2本
　（スプーンで種を取り除いておく）
■玉ネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1／2本
■パプリカ（赤、黄色など）・・・・・・ 1／2個 ❶イサキを３枚におろし、3等分にする。塩胡椒

　し、粉をまぶして素揚げしておく。
❷ゴーヤ、玉ネギ、パプリカは、5mmの厚さにス
　ライスする。
❸鍋にオリーブオイルを入れ、野菜をサッとソテー
　し、白ワイン、白ワインヴィネガー、バジル、砂
　糖、塩、胡椒を加えて蓋をし、30秒ほど蒸し焼
　き状態にする。
❹素揚げしたイサキをバットなどの容器に入れ、
　その上から❸をかけて粗熱をとり、冷蔵庫に
　一日おく。温かいうちに食べてもおいしい。

■オリーブオイル ・・・・・ 50cc
■白ワイン・・・・・・・・・・・ 50cc
■白ワインヴィネガー（醸造酢でも可） 　
　　  ・・・・・・・・・・・・・・ 80cc
■砂糖 ・・・・・・・・・・・・・ 大さじ2
■塩、白胡椒 ・・・・・・・・ 適宜
■バジル（ローズマリー、ミントなどでも可）
　　  ・・・・・・・・・・・・・・ 大4枚  ざく切り

※エスカベッシュは洋風南蛮漬けです

材料 （4人分）

マリナード （マリネ液）の材料

作り方 

魚は、こんがりと揚げましょう。

砂糖は、好みで調整しましょう。

ワンポイントアドバイス
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春日神社大祭

高輪神社例大祭

白金氷川神社大祭

豊岡町会
盆踊り大会

前回、三田の正覚院で行われた芸術活動家協会主催の寺町JAZZコン
サートは、80名を超える入場者があり大好評でした。寺町コンサート第３
弾は、ザルツブルグ音楽院在学の指揮者中島章博氏と、弦楽13～16名
（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）編成
のミニオーケストラによるカジュアルコンサートを
開催します。ウィーン、ザルツブルグなどの映像紹
介もあり、中島氏のトークと名曲により音楽の都
オーストリアの香りを楽しむことができます。
日時：9月19日（日）14時開演（１時間30分程度）
　　　　　　　　　   13時 30分開場
場所：東海大学高輪校舎１階 4101教室
主催：芸術活動家協会　
協力：東海大学高輪校、松ヶ丘会、二本榎町会など
入場整理券：500円　予約制　 定員：150名
【問い合わせ】 芸術活動家協会 ☎090-8452-1229 （コンサート窓口専用電話）
    info@eas-artist.org

寺町コンサート

ザルツブルグ音楽院の若き指揮者が
ミニ・オーケストラを振る!

日　時：11月27日（土）
会　場：明治学院大学キャンパス内
★後日、アマチュア出演者を募集します。
　詳細は下記問い合わせへ。

夏 祭 り夏 祭 り ～祭りだ！ワッショイ！～～祭りだ！ワッショイ！～

地 域 の イ ベ ン ト地 域 の イ ベ ン ト

　高輪警察署・高輪消防署二本榎出張所
にはさまれ、東禅寺方向に下る坂、桂坂。
その道の両側にきれいな花壇がずらっと並
んでいるのを目にした方も多いでしょう。こ
れは「桂坂を花いっぱいにする会」が2年以
上かけてつくりあげた光景です。
　4月末、港区アドプトプログラムを利用して
「桂坂を花いっぱいにする会」のみなさん
が桂坂の高野山東京別院前にある花壇に
花を植え付けました。
■参加団体
　高輪親睦会、高輪台小学校、高輪幼稚
園、高輪消防署二本榎出張所、高野山東京
別院、東京電力高輪変電所、高輪児童館、
高輪警察署
　今回は、高輪台小学校新3年生と高輪幼

稚園の年長さん、地域のみなさんが協力し
て、ペチュニア、セキチク、マリーゴールドな
ど6種類の花を植えました。
　高輪親睦会の会長嶋順一郎さんもこのプ
ロジェクトを立ち上げた団体の一員で、お父
さんの代から桂坂付近にお住まいで、長年、
地域の環境改善に尽力されています。水やり
を当番制にせず、気がついた有志が行い、
既に2年が過ぎたということです。その間に
アジサイも想定以上大きくなり、他の花も常
時美しく咲いていて花の盗難もないそうで
す。近所のみなさんがいかに花を愛し、この
プロジェクトに協力しているかわかります。
　花壇近くにお越しの際は、ぜひみなさん
で花への水やり（水とジョウロを用意してい
ます）、手入れをお願いします。

■アドプトプログラムとは
　区と区民がお互いに協力しあって、地域
の共有財産である道路や公園等の緑化活
動や清掃などの維持管理活動に取り組む制
度です。1980年代にアメリカで始まった制
度で、「アドプト」とは「養子にする」（または
「養子縁組」）こと。道路や公園等が地域
のコミュニティ活動の場となり、活動する方
はもとより利用する方にも愛され親しまれて
いくことを目指しています。

高輪コミュニティぷらざ 職員食堂 kif-kif シェフ 原さん



「ろぜは
ーと」

が開店し
ました！「ろぜは
ーと」

が開店し
ました！

6月2日に高輪コミュニティぷらざ1階に、障がい者の方
が心こめて作った「パン」を中心に、デザート、飲料、さ
をり織りなどを販売するお店がオープンしました。
「あいはーと」の方が販売にあたっています。どうぞ、ご利
用ください。

あんこクロワッサン、
イチオシっ！

（担当／安藤・木村）

（担当／谷知・坂下・安藤・明石・滝川）

緑のカーテン

みどりのサポーター

緑のカーテンは涼しく、しかもおいしい！

“自分の樹”を見守り育てる

　５月中旬、高輪地区総合支所で「自宅でつくる
緑のカーテン」に興味のある区民を集めて「緑の
カーテン講習会」が開かれ、いずれもグリーンづく
りに情熱を燃やす区民約40名が参加しました。
　「緑のカーテン」とは、ゴーヤ、アサガオなど
つる性の植物を建物の壁面などに這わせること
で夏の日差しや建物の発熱を防ぎエコ効果を高
めようとするもの。いまや全国で展開されてお
り、高輪地区でも昨年度から取り組みを開始。
高輪地区総合支所や保育園、小学校などに設
置しています。昨年は、それぞれの施設で「緑
のカーテン」からたくさんのゴーヤが収穫できる
など、すてきなオマケもつきました。
　今年の参加者のひとり、高輪１丁目在住の榊
原さんは、この地に住んで50年以上。自他とも
に認めるグリーン好きで、昨年から高輪地区
総合支所に設置している「緑のカーテン」の世
話をボランティアで行う「緑のカーテン・サポー

ター」に参加。早朝6時からの水やりや日中の
作業には麦わら帽子、長そでの日焼け防止ス
タイルで、熱心にカーテンづくりに取り組みま
した。
　「作業には体力が欠かせません。でも苦労して
結果が出たときは本当に感激します」と語る榊原
さん。ご自宅でも玄関先にカーテンならぬアーチ
をつくって、涼しさを満喫しているとのこと。
「ゴーヤでも丸い品種のフトレイシというのがぶ
ら下がるので、お客様の頭にゴツン、ゴツンとぶつ
かるんですよ」とにっこり。
　昔は緑が豊富だった高輪も、最近は駐車場
に模様替えするところが多く、騒音・排ガスで
体調を崩し、一時は病院通いも余儀なくされた
そうで、「一日も早く、高輪に緑を取り戻し、さ
らに緑の色濃い街をつくり上げていきたい。そ
のためにも緑のカーテンづくりに積極的に取り
組みます」と意欲的でした。

　

　「タウンミーティングTAKANAWA」の
区民提言を受け、平成21年度「高輪みど
りのプロジェクト」として「みどりのサポー
ター事業」は発足しました。
　3月中旬、亀塚公園・高輪公園・白金台ど
んぐり児童遊園にある樹木の「みどりのサ
ポーター」に47名が登録し、その証しとして
各人が選んだ樹木に「樹木プレート」を設
置しました。プレートには「樹木の写真・説
明」と「サポーター名（家族の場合は、複数
名）」と「樹木の見守りと公園の環境美化に
努める旨の宣誓文」が記載されています。
各サポーターは自主的にその木の生長を見
守るとともに、その公園の環境保護・美化

に協力します。
　二子石御夫妻は息子さんが保育園へ入学
した記念にサポーターに応募登録したそう
です。2匹の犬を散歩させながら公園を訪
れ、息子さんもお友達と遊びながら、プレー
ト設置作業をしました。その後、樹木医の
先生から、樹木を見守る上での注意事項な
どについて説明を受けました。若いクスノ
キは公園のほぼ中央に位置し、息子さんと
ともに大きく育っていきます。
　平成23年度まで3年間に協働推進課まち
づくり推進担当で各年40組程度、計120組
程度のサポーターを募集し、登録する予定
です（無料）。お子さんの誕生記念、保育
園・幼稚園・学校などの入学・卒業記念、結
婚など人生の記念として、「みどりのサポー

高輪地区公園みどりのサポーター樹木プレート

ター」登録をしませんか？みどりのサポー
ター登録を契機に住んでいる地域の自然保
護を考え、さらに、緑化推進や環境整備事
業へ参加することにより、ヒートアイランド
現象を緩和する努力をしてみませんか。

榊原さん

二子石ファミリー

高輪地区総合支所
2 階食堂前の緑のカーテン

地域のHOTな人たち
緑を守り育てる！緑を守り育てる！

 高輪地区をもっともっと緑 と花でいっぱいにできたら・・・こんな目標を掲げて取り 組んでいる人が大勢います。    ミニガーデンから数百年存続する 森づくり、そのプランは千差万別ですが、  
 緑や花を増やしていくことは快 適な未来を創造するための第一歩。

そのための4つの活動に情熱的に取 り組んでいる人々をご紹介しましょう。

❸  みなとっぷ 
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こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
社
会
貢
献
の
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

●
高
輪
地
区
は
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

が
必
要
で
す

‾
高
輪
地
区（
三
田
4
・
5
丁
目
、高
輪
、白
金
、

白
金
台
）に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
感

じ
に
な
り
ま
す
か
‾

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
の
お
陰

で
こ
の
地
域
に
知
り
合
い
が
増
え
、
歩
い
て
い

る
と
す
ぐ
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。悪
い
こ
と

は
で
き
な
い
で
す
ね（
笑
）

　

高
輪
地
区
は
港
区
の
中
で
も
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
が
高

い
と
こ
ろ
で
す
。ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
対
策
が
課
題
で
す
。地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。高

齢
者
の
方
は
買
い
物
に
も
苦
労
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
大
都
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す

‾
昨
年
、『
大
都
市
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
と
社
会
的
孤
立
』
と
い
う

本
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
版
の

意
図
と
反
響
は
い
か
が
で
す
か
‾

　

大
都
市
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

は
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
次
第
に
希
薄
に
な
り
、社
会
的
に
孤
立
し

た
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
実
際

の
生
活
の
実
態
と
課
題
、
そ
の
対
応
策
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
、こ
の
本
を
書
き
ま
し
た
。

図
表
も
多
く
学
術
的
な
本
な
の
に
、す
ご
い
売

れ
行
き
で
驚
い
て
い
ま
す
。6
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ラ
ジ
オ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
が
ス
タ
ジ

オ
で
15
分
ほ
ど
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
機
会

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
で

し
ょ
う
。

●
家
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
ん
ど

ん
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す

‾
こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
か
‾

　

港
区
と
横
浜
市
鶴
見
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
に
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議

会
と
研
究
室
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。港
区

は
１
９
９
５
年
、
2
０
０
４
年
の
2
回
、
鶴
見

区
は
2
０
０
６
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。さ
ら
に
、
2
次
調
査
と
し
て
訪
問
面

接
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
収
率
は
い
ず
れ
も

70
％
以
上
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。鶴
見
区
の

訪
問
調
査
で
は
、
毎
日
の
生
活
の
状
況
が
わ
か

る
よ
う
に
日
記
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

‾
港
区
で
は
調
査
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
か
‾

　

港
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
出
現
率

は
、
大
都
市
で
全
国
6
位
、
島
し
ょ
部
を
除

き
、
東
京
都
の
中
で
第
1
位
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。実
質
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

85
％
は
女
性
で
、
女
性
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、港
区
は
豊
か
な
街
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
う
ち
、
3
割
の
方
が
生
活
保
護
基

準
以
下
の
所
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
０
０
４
年
調
査
で
は
正
月
三
が
日
、ひ
と

り
で
過
ご
さ
れ
た
方
の
割
合
は
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
35
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

病
気
な
ど
緊
急
な
事
態
に
な
っ
た
時
、誰
も
来

て
く
れ
な
い
方
の
割
合
は
15
％
も
い
ま
し
た
。

明
ら
か
に
、家
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

欠
如
し
て
お
り
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

が
孤
立
し
て
い
る
実
情
が
わ
か
り
ま
し
た
。

‾
毎
日
の
生
活
の
状
況
の
記
述
や
日
記
で
様

子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
‾

　

実
態
に
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
て
思
っ
た
こ
と

は
、と
に
か
く
回
答
す
る
方
が
と
て
も
協
力
的

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。聞
き
取
り
を
ま
と

河合　克義 （かわい　かつよし）
　1949年北海道生まれ。明治学
院大学大学院社会学研究科社会
学・社会福祉学専攻博士課程修
了。フランス・ナンシー大学社会学
研究所客員研究員、明治学院大学
社会学部長、副学長、学校法人明
治学院大学理事を歴任。港区チャ
レンジコミュニティ大学の設立メン
バーの一人。現在、明治学院大学
社会学部教授。

（
担
当
／
安
藤
・
吉
田
・
明
石
・
坂
下
）

2010年７月 ❻

め
た
記
述
や
調
査
対
象
者
自
ら
が
書
い
た
日

記
に
よ
り
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
の

具
体
的
な
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。画
期
的
な
も
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、地
域
の

住
民
と
行
政
の
専
門
家
が
手
を
携
え
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね

‾
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
対
し
、行
政
や
地
域
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
‾

　

介
護
保
険
な
ど
の
社
会
福
祉
制
度
は
、サ
ー

ビ
ス
を
自
ら
選
ん
で
契
約
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。孤
立
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
は
、自
ら
選
ぶ
こ
と
や
契
約
す
る
こ
と
に

不
得
手
な
方
が
多
い
の
で
す
。地
域
の
住
民
と

行
政
の
専
門
家
が
手
を
携
え
、ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
方
に
寄
り
添
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
も
っ
と
気
楽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
配
慮
が

必
要
で
す
ね
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

研
究
室
の
暖
か
い
雰
囲
気
に
加
え
て
親
し

み
あ
る
人
柄
に
接
し
、記
者
た
ち
は
先
生
と
話

が
弾
み
、す
っ
か
り
長
居
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ
の
高
輪
地
区
に
多
い
と
い
う
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の

孤
立
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
考
え
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。



2010年７月 ❹❺  みなとっぷ

2つの顔を持つ町、白金！
　白金は、港区の南部に位置し、東は高輪、西は渋谷区恵比寿、そして古川を隔てて北は南麻布に接しています。おしゃ
れで都会的なイメージを持つ白金ですが、明治時代以降、日本の近代工業の礎ともなったところなのです。現在も都心
にありながら、準工業地域の用途指定を受け、1･3･5丁目には昔ながらの町工場が現役で操業し、2･4･6丁目の台地は閑
静な住宅地となっています。２つの地域を分ける白金北里通りには大正から昭和にかけての町家が軒を連ねています。
　山手線の内側にありながら、どの駅からも遠かったため、かつての東京の雰囲気を各所に残す白金の街歩きを、存分
にお楽しみください！

　応永年間（1394－1411）、この地を開墾した南朝の国司、柳下上総介が、大量の銀（シロカネ）
を所有していたため、“銀長者”と呼ばれていました。これが変じて“白金長者”となり、地名と
なったと伝えられています。
　江戸時代前までは白金原と呼ばれる原野でしたが、江戸開府と共に、江戸城や東海道にも近いこと
から、高台には大名の下屋敷が多く建てられ、また、江戸城の拡張工事により、八丁堀周辺から寺院
が移築されるなど、次第に人が住むところとなり、白金村となりました。村は地理的に武蔵国豊島郡と、
同荏原郡の境界上にあったため、長い間、区画が定まらず、入会地（共同耕作地）とされていました。
　明治8年（1875）、芝赤羽に日本最初の機械製作の官営工場として、工部省「赤羽工作分局」が作
られると、当時の運送手段である水運に便利な古川沿岸に、民間の工場も集積し始めました。これに
伴い、郊外の田園地帯にすぎなかった白金は大手工場の下請けの町工場を核とする商工業の町とし
て発展を遂げました。戦前の商店街には多くの商店が軒を連ね、映画館や演芸館もあったといいます。
　第二次世界大戦では大きな打撃を受けるも、その後の復興で、昭和30年代には街は戦前の活
気を取り戻していました。しかし高度経済成長による土地価格の上昇や、道路拡張等により、多く
の町工場が移転、廃業を余儀なくされました。
　街が変わったのは昭和63年に始まった白金1丁目東地区市街地再開発事業から。地下鉄も開通
し、独自の技術やノウハウを生かしてがんばる町工場が点在し、今は独特な活気のある街となって
います。

白金の町には、馬の背のような目黒通りから古川の方へ下りてくる4本の
坂道があります。

●白金の歴史

明治坂
昔からあった坂ですが、明治坂
と呼ばれたのは大正初年からと
伝えられています。坂の上（白金
6丁目5番あたり）に明治学院の
建物があったことからついた名
前のようです。

蜀江坂
江戸時代、坂上の丘の眺望と紅
葉の美しさが、中国の河川、蜀
江の風景を思わせたことから名
づけられました。また、平将門
がここで蜀江錦の衣の袖を落と
したからという説もあります。

三光坂
坂下の専心寺の境内に、葉が三
本の松があり、仏具になぞらえて、
「三鈷の松」といわれていました。
そこから三葉坂、三鈷坂などとな
り、転じて三光坂となりました。
古地図や名所図会には三鈷坂と
出ています。

名光坂
昔、このあたりがホタルの名所で、名光という坂名がついたという説と、東
那光という地名から、那光坂と呼ばれていたのが、名光坂となったという
説があります。

●白金の坂

（担当／伊関・安・滝川・吉田・明石・河村・渡邉）
イラスト図：和田三枝さん

②きえんきえら（木造2階建て）
港区歴史的建造物
大正7年に建てられた町家、以前
は金物屋でしたが、現在はバーと
して活用されています。

①飛び地
道路で分断されましたが、ここ
も白金6丁目です。

⑨三井たばこ店（木造2階建て）
港区歴史的建造物
昭和9年に建てられ、当時の陳列棚やたんすな
どがそのまま残され、たばこ屋の雰囲気をよく
残しています。他にも居間、仏間、銅版葺きの木
戸門など、貴重なものが多く残されています。

⑪雷神山（雷神社）
平安時代に疫病を鎮めるため、雷神を祀る
雷神社が建立されました。雷神といえば、
天満宮が普通ですが、ここでは古い信仰の
ままに、雷神そのものを祀っていました。古
くは神応山といわれ、今でも小学校の校名
としてその名を残しています。

⑬金峰山 本妙寺
延宝4年（1676）に碑文谷から移
転。日蓮上人の法衣像があります。

⑭称名山 慈雲院西光寺 
18世紀初頭に麻布から移転。蛇型
弁才天を祀っています。
（上野の不忍弁才天の写し）

⑲覚栄山 正源寺 
西方三十三観音の27番聖観音、
西方六阿弥陀の5番阿弥陀如来
を祀っています。 ⑯大光山 重秀寺

元禄7年（1694）に麻布六本木
から移転。

⑥松宮山 三葉院専心寺
元禄９年（1696）芝金杉から移転。三光
坂の由来となった松がありました。

⑤大雄山 興禅寺 
延宝2年（1674）建立。米沢上杉家の菩
提寺光禅寺と記されている時代もありま
す。このあたりの丘を神応山（雷神山）と
いい、江戸時代の文書に『光雲寺（光禅
寺の誤りか）の紅葉が美しく、中国の紅
葉の名所、蜀江になぞらえ、蜀江台（古く
は卒古台）と呼ばれた。』とあります。

⑫聖心女子学院正門（レンガ造り平屋建て）
港区歴史的建造物
明治42年に建てられた、広島の原爆ドームを設計した
チェコ人のヤン・レツルの日本における現存する唯一の作
品です。（原爆ドームは6年後の竣工）亀の彫刻は佐合亀
三郎氏から敷地を購入したためといわれています。建設
当初は三光坂に面して立てられていましたが、後に現在
地に移築されました。2010年3月東京都選定歴史的建
造物の選定を受けました。

⑩清水畳店（木造2階建て）
港区歴史的建造物
昭和10年ごろに建てられ、始めは
油屋でしたが、昭和19年ごろ現在
の畳屋が移り住みました。

③国旗掲揚台
『国威宣揚　三光協和会
昭和12年11月3日建之』
とあります。三越湯の横
に、ひっそりと立っていま
す。昭和12年は日中戦争
が勃発。白米やパーマネ
ント禁止など国民への厳
しい統制令が、次 と々しか
れていく時代でした。

： この辺りは町工場が 
　点在しています。

⑦北里大学
コッホ・北里神社
正面左方向に、２本の石灯籠が立つ小さな祠
（ほこら）「コッホ・北里神社」があります。ベルリ
ン留学時代の恩師コッホ博士の遺髪を御神体
として祠を建立し、北里博士が逝去後、門下生
達がコッホ祠の傍らに北里祠を設け、北里研究
所の守護神、崇敬報恩のしるしとして崇めてき
ました。北里祠が戦災で焼失し、これを機に合祀
され、「コッホ・北里神社」として祀り、毎年コッホ
と北里の命日には、両博士を偲んで例祭と献花
を行っています。

北里柴三郎記念室
日本近代医学の父、北里柴三郎博士の生い立ち
から、その研究業績等を資料と写真パネルによっ
て詳しく紹介してあり、北里研究所の設立から現
在までの歩みや、博士の交友関係門下生等の、貴
重な資料を見ることができます。
開室＝月曜日～木曜日　午前10時～午後3時
休室＝金曜日～日曜日、祝日（臨時休室日あり）
入室料＝無料

④狸橋
嘉永７年（1854）版の白金
の絵図に狸そばが載ってい
ます。ある風の強い晩に、
手ぬぐいを被った男に化け
た狸がやってきて、そばを
注文、柿のへたをお金と騙
して払ったのがばれて、
とっちめられ、大狸になっ
て逃げていったという伝説
が残っています。

A

B

C

D

NS

⑮氷川神社（8号に特集記事）
白鳳年間（650－654）に白金邑総鎮守として
創建の区内最古の神社です。祭神は、スサノヲ尊
とその妻クシイナダヒメ尊、日本武尊。本殿の左
に開運・招福の「建武神社」、右に衣食住・守護
の「稲荷神社」があり、そのあたりには、小さなき
つねの石像がありました。神門、透塀、建武神社
は港区の歴史的建造物に指定されています。

⑱冬嶺山 本寿院松秀寺 
嘉元年間（1303－1305）武蔵国高井戸の地に仏頂
山浄光寺として開創、宝暦2年（1752）紀州家当主宗
将により、白金村に移転、明和2年（1765）松秀寺とな
りました。往時は桜田通りの反対側までも寺領だった
そうです。都内でも数少ない時宗のお寺です。
山門、水舎は19世紀前半のものですが、港区の歴史
的建造物になっています。

⑧白金アエルシティ
平成17年11月に開業した新しい街「白金アエル
シティ」は高層オフィスやマンション、児童遊園
などを併設する複合施設で、敷地内に町工場が
入る工場棟を持つなどユニークな面を備えてい
ます。

⑰智光山 立行寺 
寛永7年（1630）に大久保彦左衛門忠教によっ
て麻布市兵衛町に創建されましたが、火災に遭
い、寛文8年（1668）当地へ移転してきました。
鞘堂付きの彦左衛門の墓があることから、大久
保寺とも言われています。
門前の道を大久保通りといい、高輪二本榎から
麻布本村へ向かう古街道だったといわれます。

三鈷

白金北里通り

パステル画：佐伯庄吾さん
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2010年７月 ❹❺  みなとっぷ

2つの顔を持つ町、白金！
　白金は、港区の南部に位置し、東は高輪、西は渋谷区恵比寿、そして古川を隔てて北は南麻布に接しています。おしゃ
れで都会的なイメージを持つ白金ですが、明治時代以降、日本の近代工業の礎ともなったところなのです。現在も都心
にありながら、準工業地域の用途指定を受け、1･3･5丁目には昔ながらの町工場が現役で操業し、2･4･6丁目の台地は閑
静な住宅地となっています。２つの地域を分ける白金北里通りには大正から昭和にかけての町家が軒を連ねています。
　山手線の内側にありながら、どの駅からも遠かったため、かつての東京の雰囲気を各所に残す白金の街歩きを、存分
にお楽しみください！

　応永年間（1394－1411）、この地を開墾した南朝の国司、柳下上総介が、大量の銀（シロカネ）
を所有していたため、“銀長者”と呼ばれていました。これが変じて“白金長者”となり、地名と
なったと伝えられています。
　江戸時代前までは白金原と呼ばれる原野でしたが、江戸開府と共に、江戸城や東海道にも近いこと
から、高台には大名の下屋敷が多く建てられ、また、江戸城の拡張工事により、八丁堀周辺から寺院
が移築されるなど、次第に人が住むところとなり、白金村となりました。村は地理的に武蔵国豊島郡と、
同荏原郡の境界上にあったため、長い間、区画が定まらず、入会地（共同耕作地）とされていました。
　明治8年（1875）、芝赤羽に日本最初の機械製作の官営工場として、工部省「赤羽工作分局」が作
られると、当時の運送手段である水運に便利な古川沿岸に、民間の工場も集積し始めました。これに
伴い、郊外の田園地帯にすぎなかった白金は大手工場の下請けの町工場を核とする商工業の町とし
て発展を遂げました。戦前の商店街には多くの商店が軒を連ね、映画館や演芸館もあったといいます。
　第二次世界大戦では大きな打撃を受けるも、その後の復興で、昭和30年代には街は戦前の活
気を取り戻していました。しかし高度経済成長による土地価格の上昇や、道路拡張等により、多く
の町工場が移転、廃業を余儀なくされました。
　街が変わったのは昭和63年に始まった白金1丁目東地区市街地再開発事業から。地下鉄も開通
し、独自の技術やノウハウを生かしてがんばる町工場が点在し、今は独特な活気のある街となって
います。

白金の町には、馬の背のような目黒通りから古川の方へ下りてくる4本の
坂道があります。

●白金の歴史

明治坂
昔からあった坂ですが、明治坂
と呼ばれたのは大正初年からと
伝えられています。坂の上（白金
6丁目5番あたり）に明治学院の
建物があったことからついた名
前のようです。

蜀江坂
江戸時代、坂上の丘の眺望と紅
葉の美しさが、中国の河川、蜀
江の風景を思わせたことから名
づけられました。また、平将門
がここで蜀江錦の衣の袖を落と
したからという説もあります。

三光坂
坂下の専心寺の境内に、葉が三
本の松があり、仏具になぞらえて、
「三鈷の松」といわれていました。
そこから三葉坂、三鈷坂などとな
り、転じて三光坂となりました。
古地図や名所図会には三鈷坂と
出ています。

名光坂
昔、このあたりがホタルの名所で、名光という坂名がついたという説と、東
那光という地名から、那光坂と呼ばれていたのが、名光坂となったという
説があります。

●白金の坂

（担当／伊関・安・滝川・吉田・明石・河村・渡邉）
イラスト図：和田三枝さん

②きえんきえら（木造2階建て）
港区歴史的建造物
大正7年に建てられた町家、以前
は金物屋でしたが、現在はバーと
して活用されています。

①飛び地
道路で分断されましたが、ここ
も白金6丁目です。

⑨三井たばこ店（木造2階建て）
港区歴史的建造物
昭和9年に建てられ、当時の陳列棚やたんすな
どがそのまま残され、たばこ屋の雰囲気をよく
残しています。他にも居間、仏間、銅版葺きの木
戸門など、貴重なものが多く残されています。

⑪雷神山（雷神社）
平安時代に疫病を鎮めるため、雷神を祀る
雷神社が建立されました。雷神といえば、
天満宮が普通ですが、ここでは古い信仰の
ままに、雷神そのものを祀っていました。古
くは神応山といわれ、今でも小学校の校名
としてその名を残しています。

⑬金峰山 本妙寺
延宝4年（1676）に碑文谷から移
転。日蓮上人の法衣像があります。

⑭称名山 慈雲院西光寺 
18世紀初頭に麻布から移転。蛇型
弁才天を祀っています。
（上野の不忍弁才天の写し）

⑲覚栄山 正源寺 
西方三十三観音の27番聖観音、
西方六阿弥陀の5番阿弥陀如来
を祀っています。 ⑯大光山 重秀寺

元禄7年（1694）に麻布六本木
から移転。

⑥松宮山 三葉院専心寺
元禄９年（1696）芝金杉から移転。三光
坂の由来となった松がありました。

⑤大雄山 興禅寺 
延宝2年（1674）建立。米沢上杉家の菩
提寺光禅寺と記されている時代もありま
す。このあたりの丘を神応山（雷神山）と
いい、江戸時代の文書に『光雲寺（光禅
寺の誤りか）の紅葉が美しく、中国の紅
葉の名所、蜀江になぞらえ、蜀江台（古く
は卒古台）と呼ばれた。』とあります。

⑫聖心女子学院正門（レンガ造り平屋建て）
港区歴史的建造物
明治42年に建てられた、広島の原爆ドームを設計した
チェコ人のヤン・レツルの日本における現存する唯一の作
品です。（原爆ドームは6年後の竣工）亀の彫刻は佐合亀
三郎氏から敷地を購入したためといわれています。建設
当初は三光坂に面して立てられていましたが、後に現在
地に移築されました。2010年3月東京都選定歴史的建
造物の選定を受けました。

⑩清水畳店（木造2階建て）
港区歴史的建造物
昭和10年ごろに建てられ、始めは
油屋でしたが、昭和19年ごろ現在
の畳屋が移り住みました。

③国旗掲揚台
『国威宣揚　三光協和会
昭和12年11月3日建之』
とあります。三越湯の横
に、ひっそりと立っていま
す。昭和12年は日中戦争
が勃発。白米やパーマネ
ント禁止など国民への厳
しい統制令が、次 と々しか
れていく時代でした。

： この辺りは町工場が 
　点在しています。

⑦北里大学
コッホ・北里神社
正面左方向に、２本の石灯籠が立つ小さな祠
（ほこら）「コッホ・北里神社」があります。ベルリ
ン留学時代の恩師コッホ博士の遺髪を御神体
として祠を建立し、北里博士が逝去後、門下生
達がコッホ祠の傍らに北里祠を設け、北里研究
所の守護神、崇敬報恩のしるしとして崇めてき
ました。北里祠が戦災で焼失し、これを機に合祀
され、「コッホ・北里神社」として祀り、毎年コッホ
と北里の命日には、両博士を偲んで例祭と献花
を行っています。

北里柴三郎記念室
日本近代医学の父、北里柴三郎博士の生い立ち
から、その研究業績等を資料と写真パネルによっ
て詳しく紹介してあり、北里研究所の設立から現
在までの歩みや、博士の交友関係門下生等の、貴
重な資料を見ることができます。
開室＝月曜日～木曜日　午前10時～午後3時
休室＝金曜日～日曜日、祝日（臨時休室日あり）
入室料＝無料

④狸橋
嘉永７年（1854）版の白金
の絵図に狸そばが載ってい
ます。ある風の強い晩に、
手ぬぐいを被った男に化け
た狸がやってきて、そばを
注文、柿のへたをお金と騙
して払ったのがばれて、
とっちめられ、大狸になっ
て逃げていったという伝説
が残っています。

A

B

C

D

NS

⑮氷川神社（8号に特集記事）
白鳳年間（650－654）に白金邑総鎮守として
創建の区内最古の神社です。祭神は、スサノヲ尊
とその妻クシイナダヒメ尊、日本武尊。本殿の左
に開運・招福の「建武神社」、右に衣食住・守護
の「稲荷神社」があり、そのあたりには、小さなき
つねの石像がありました。神門、透塀、建武神社
は港区の歴史的建造物に指定されています。

⑱冬嶺山 本寿院松秀寺 
嘉元年間（1303－1305）武蔵国高井戸の地に仏頂
山浄光寺として開創、宝暦2年（1752）紀州家当主宗
将により、白金村に移転、明和2年（1765）松秀寺とな
りました。往時は桜田通りの反対側までも寺領だった
そうです。都内でも数少ない時宗のお寺です。
山門、水舎は19世紀前半のものですが、港区の歴史
的建造物になっています。

⑧白金アエルシティ
平成17年11月に開業した新しい街「白金アエル
シティ」は高層オフィスやマンション、児童遊園
などを併設する複合施設で、敷地内に町工場が
入る工場棟を持つなどユニークな面を備えてい
ます。

⑰智光山 立行寺 
寛永7年（1630）に大久保彦左衛門忠教によっ
て麻布市兵衛町に創建されましたが、火災に遭
い、寛文8年（1668）当地へ移転してきました。
鞘堂付きの彦左衛門の墓があることから、大久
保寺とも言われています。
門前の道を大久保通りといい、高輪二本榎から
麻布本村へ向かう古街道だったといわれます。
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「ろぜは
ーと」

が開店し
ました！「ろぜは
ーと」

が開店し
ました！

6月2日に高輪コミュニティぷらざ1階に、障がい者の方
が心こめて作った「パン」を中心に、デザート、飲料、さ
をり織りなどを販売するお店がオープンしました。
「あいはーと」の方が販売にあたっています。どうぞ、ご利
用ください。

あんこクロワッサン、
イチオシっ！

（担当／安藤・木村）

（担当／谷知・坂下・安藤・明石・滝川）

緑のカーテン

みどりのサポーター

緑のカーテンは涼しく、しかもおいしい！

“自分の樹”を見守り育てる

　５月中旬、高輪地区総合支所で「自宅でつくる
緑のカーテン」に興味のある区民を集めて「緑の
カーテン講習会」が開かれ、いずれもグリーンづく
りに情熱を燃やす区民約40名が参加しました。
　「緑のカーテン」とは、ゴーヤ、アサガオなど
つる性の植物を建物の壁面などに這わせること
で夏の日差しや建物の発熱を防ぎエコ効果を高
めようとするもの。いまや全国で展開されてお
り、高輪地区でも昨年度から取り組みを開始。
高輪地区総合支所や保育園、小学校などに設
置しています。昨年は、それぞれの施設で「緑
のカーテン」からたくさんのゴーヤが収穫できる
など、すてきなオマケもつきました。
　今年の参加者のひとり、高輪１丁目在住の榊
原さんは、この地に住んで50年以上。自他とも
に認めるグリーン好きで、昨年から高輪地区
総合支所に設置している「緑のカーテン」の世
話をボランティアで行う「緑のカーテン・サポー

ター」に参加。早朝6時からの水やりや日中の
作業には麦わら帽子、長そでの日焼け防止ス
タイルで、熱心にカーテンづくりに取り組みま
した。
　「作業には体力が欠かせません。でも苦労して
結果が出たときは本当に感激します」と語る榊原
さん。ご自宅でも玄関先にカーテンならぬアーチ
をつくって、涼しさを満喫しているとのこと。
「ゴーヤでも丸い品種のフトレイシというのがぶ
ら下がるので、お客様の頭にゴツン、ゴツンとぶつ
かるんですよ」とにっこり。
　昔は緑が豊富だった高輪も、最近は駐車場
に模様替えするところが多く、騒音・排ガスで
体調を崩し、一時は病院通いも余儀なくされた
そうで、「一日も早く、高輪に緑を取り戻し、さ
らに緑の色濃い街をつくり上げていきたい。そ
のためにも緑のカーテンづくりに積極的に取り
組みます」と意欲的でした。

　

　「タウンミーティングTAKANAWA」の
区民提言を受け、平成21年度「高輪みど
りのプロジェクト」として「みどりのサポー
ター事業」は発足しました。
　3月中旬、亀塚公園・高輪公園・白金台ど
んぐり児童遊園にある樹木の「みどりのサ
ポーター」に47名が登録し、その証しとして
各人が選んだ樹木に「樹木プレート」を設
置しました。プレートには「樹木の写真・説
明」と「サポーター名（家族の場合は、複数
名）」と「樹木の見守りと公園の環境美化に
努める旨の宣誓文」が記載されています。
各サポーターは自主的にその木の生長を見
守るとともに、その公園の環境保護・美化

に協力します。
　二子石御夫妻は息子さんが保育園へ入学
した記念にサポーターに応募登録したそう
です。2匹の犬を散歩させながら公園を訪
れ、息子さんもお友達と遊びながら、プレー
ト設置作業をしました。その後、樹木医の
先生から、樹木を見守る上での注意事項な
どについて説明を受けました。若いクスノ
キは公園のほぼ中央に位置し、息子さんと
ともに大きく育っていきます。
　平成23年度まで3年間に協働推進課まち
づくり推進担当で各年40組程度、計120組
程度のサポーターを募集し、登録する予定
です（無料）。お子さんの誕生記念、保育
園・幼稚園・学校などの入学・卒業記念、結
婚など人生の記念として、「みどりのサポー

高輪地区公園みどりのサポーター樹木プレート

ター」登録をしませんか？みどりのサポー
ター登録を契機に住んでいる地域の自然保
護を考え、さらに、緑化推進や環境整備事
業へ参加することにより、ヒートアイランド
現象を緩和する努力をしてみませんか。

榊原さん

二子石ファミリー

高輪地区総合支所
2 階食堂前の緑のカーテン

地域のHOTな人たち
緑を守り育てる！緑を守り育てる！

 高輪地区をもっともっと緑 と花でいっぱいにできたら・・・こんな目標を掲げて取り 組んでいる人が大勢います。    ミニガーデンから数百年存続する 森づくり、そのプランは千差万別ですが、  
 緑や花を増やしていくことは快 適な未来を創造するための第一歩。

そのための4つの活動に情熱的に取 り組んでいる人々をご紹介しましょう。

❸  みなとっぷ 

●
社
会
福
祉
の
道
に
進
ん
だ
の
は
父
と
母
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

‾
先
生
が
福
祉
の
研
究
の
道
を
歩
ま
れ
た
き
っ

か
け
は
‾

　

私
は
北
海
道
の
出
身
で
す
が
、
父
が
技
術
者

だ
っ
た
の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
機
械
い
じ
り
が

好
き
で
機
械
工
学
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
急
に
社
会
福
祉
の
分

野
に
進
む
決
心
を
し
ま
し
た
。母
が
福
祉
や
地

域
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
お
り
、
父
が
組
合
や

地
方
議
員
で
社
会
活
動
を
し
て
い
た
影
響
を

受
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。社
会
の

底
辺
で
生
活
に
苦
し
み
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

な
っ
て
い
る
人
へ
の
私
の
こ
だ
わ
り
は
、家
庭

環
境
の
中
で
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

●
港
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
は

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
に
創
立
さ
れ
ま

し
た

‾
先
生
は
3
年
前
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
大

学
設
立
に
携
わ
っ
た
方
の一
人
と
お
聞
き
し
ま

し
た
が
、ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
設
立
さ
れ

た
の
で
す
か
‾

　

研
究
室
で
は
港
区
を
始
め
各
地
の
高
齢
者

の
実
態
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。港
区
で
は

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
方
が
多
い
状
況
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
地
域
の
組
織
や
商
店
街
な
ど
が
あ
ま

り
活
発
で
な
い
地
域
社
会
の
状
況
に
原
因
が
あ

る
と
感
じ
て
い
た
の
で
す
。最
初
に
港
区
の
方
か

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
大
学
の
設
立
の
お
話

が
あ
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
大
賛
成
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
大
学
で
地
域
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
、
地
域
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で

き
た
ら
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

‾
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
た
の
で
す
か
‾

　

大
筋
は
港
区
か
ら
、
社
会
福
祉
、
地
域
行

政
の
講
座
を
中
心
に
一
般
教
養
と
し
て
美

術
・
音
楽
、
体
育
な
ど
の
講
座
が
あ
っ
た
ら

こ
の
街
に
こ
の
人
あ
り

明
治
学
院
大
学
教
授 

・ 

社
会
福
祉
学
者  

河
合
　
克
義
さ
ん

ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学

側
で
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
講
座
と
教
授
陣
を

割
り
当
て
ま
し
た
。
充
実
し
た
授
業
内
容
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

●
港
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
出
身

者
は
実
践
し
て
い
く
意
欲
が
高
い
で
す

‾
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
大
学
が
設
立
さ
れ

て
3
年
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
成
果
は
い
か
が

で
す
か
‾

　

授
業
を
受
け
た
学
生
が
頭
で
理
解
す
る
だ

け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と

す
る
意
欲
が
高
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
他
の

区
で
同
じ
よ
う
な
学
習
講
座
も
あ
り
ま
す

が
、
港
区
の
学
生
の
実
践
す
る
意
欲
は
高

く
、
驚
く
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
学
生
同
士
の

仲
間
が
で
き
て
、
お
互
い
刺
激
し
合
い
な
が

ら
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
一
生
懸
命
な
の

は
、
予
想
外
の
収
穫
で
し
た
。

‾
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
大
学
の
今
後
に
つ
い

て
、ま
た
卒
業
生
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
‾

　

入
学
者
が
い
る
か
ぎ
り
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。大
学
に
つ
い
て
の
広
報
が
大
事

で
す
ね
。

 

卒
業
生
一
人
一
人
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
ま
と
ま
っ
て
何
か
社
会
貢
献
の
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

●
高
輪
地
区
は
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

が
必
要
で
す

‾
高
輪
地
区（
三
田
4
・
5
丁
目
、高
輪
、白
金
、

白
金
台
）に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
感

じ
に
な
り
ま
す
か
‾

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
の
お
陰

で
こ
の
地
域
に
知
り
合
い
が
増
え
、
歩
い
て
い

る
と
す
ぐ
に
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。悪
い
こ
と

は
で
き
な
い
で
す
ね（
笑
）

　

高
輪
地
区
は
港
区
の
中
で
も
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
が
高

い
と
こ
ろ
で
す
。ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
対
策
が
課
題
で
す
。地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。高

齢
者
の
方
は
買
い
物
に
も
苦
労
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
大
都
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す

‾
昨
年
、『
大
都
市
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
と
社
会
的
孤
立
』
と
い
う

本
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
版
の

意
図
と
反
響
は
い
か
が
で
す
か
‾

　

大
都
市
に
お
け
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

は
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
次
第
に
希
薄
に
な
り
、社
会
的
に
孤
立
し

た
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
実
際

の
生
活
の
実
態
と
課
題
、
そ
の
対
応
策
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
、こ
の
本
を
書
き
ま
し
た
。

図
表
も
多
く
学
術
的
な
本
な
の
に
、す
ご
い
売

れ
行
き
で
驚
い
て
い
ま
す
。6
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ラ
ジ
オ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
が
ス
タ
ジ

オ
で
15
分
ほ
ど
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
機
会

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
で

し
ょ
う
。

●
家
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
ん
ど

ん
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す

‾
こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
か
‾

　

港
区
と
横
浜
市
鶴
見
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
に
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議

会
と
研
究
室
が
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。港
区

は
１
９
９
５
年
、
2
０
０
４
年
の
2
回
、
鶴
見

区
は
2
０
０
６
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。さ
ら
に
、
2
次
調
査
と
し
て
訪
問
面

接
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
収
率
は
い
ず
れ
も

70
％
以
上
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。鶴
見
区
の

訪
問
調
査
で
は
、
毎
日
の
生
活
の
状
況
が
わ
か

る
よ
う
に
日
記
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

‾
港
区
で
は
調
査
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
か
‾

　

港
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
出
現
率

は
、
大
都
市
で
全
国
6
位
、
島
し
ょ
部
を
除

き
、
東
京
都
の
中
で
第
一
位
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。実
質
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

85
％
は
女
性
で
、
女
性
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、港
区
は
豊
か
な
街
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
う
ち
、
3
割
の
方
が
生
活
保
護
基

準
以
下
の
所
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
０
０
４
年
調
査
で
は
正
月
三
が
日
、ひ
と

り
で
過
ご
さ
れ
た
方
の
割
合
は
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
35
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

病
気
な
ど
緊
急
な
事
態
に
な
っ
た
時
、誰
も
来

て
く
れ
な
い
方
の
割
合
は
15
％
も
い
ま
し
た
。

明
ら
か
に
、家
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

欠
如
し
て
お
り
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

が
孤
立
し
て
い
る
実
情
が
わ
か
り
ま
し
た
。

‾
毎
日
の
生
活
の
状
況
の
記
述
や
日
記
で
様

子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
‾

　

実
態
に
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
て
思
っ
た
こ
と

は
、と
に
か
く
回
答
す
る
方
が
と
て
も
協
力
的

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。聞
き
取
り
を
ま
と

河合　克義 （かわい　かつよし）
　1949年北海道生まれ。明治学
院大学大学院社会学研究科社会
学・社会福祉学専攻博士課程修
了。フランス・ナンシー大学社会学
研究所客員研究員、明治学院大学
社会学部長、副学長、学校法人明
治学院大学理事を歴任。港区チャ
レンジコミュニティ大学の設立メン
バーの一人。現在、明治学院大学
社会学部教授。

（
担
当
／
安
藤
・
吉
田
・
明
石
・
坂
下
）

2010年７月 ❻

め
た
記
述
や
調
査
対
象
者
自
ら
が
書
い
た
日

記
に
よ
り
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
の

具
体
的
な
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。画
期
的
な
も
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、地
域
の

住
民
と
行
政
の
専
門
家
が
手
を
携
え
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね

‾
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
対
し
、行
政
や
地
域
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
‾

　

介
護
保
険
な
ど
の
社
会
福
祉
制
度
は
、サ
ー

ビ
ス
を
自
ら
選
ん
で
契
約
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。孤
立
し
て
い
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
は
、自
ら
選
ぶ
こ
と
や
契
約
す
る
こ
と
に

不
得
手
な
方
が
多
い
の
で
す
。地
域
の
住
民
と

行
政
の
専
門
家
が
手
を
携
え
、ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
方
に
寄
り
添
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
も
っ
と
気
楽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
配
慮
が

必
要
で
す
ね
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

研
究
室
の
暖
か
い
雰
囲
気
に
加
え
て
親
し

み
あ
る
人
柄
に
接
し
、記
者
た
ち
は
先
生
と
話

が
弾
み
、す
っ
か
り
長
居
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ
の
高
輪
地
区
に
多
い
と
い
う
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の

孤
立
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
考
え
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。



桂坂を花いっぱいにする会
道行く人も気軽に水やり

高輪親睦会
嶋会長

熱心に花壇づくり

大きなポリタンクも用意

❼  みなとっぷ 2010年7月 ❷

東禅寺のどんぐりの森づくり
　4月中旬、東禪寺開創400年を記念し、生態学
者横浜国大名誉教授宮脇昭先生の指導の下、
「東禪寺ドングリの森づくり」の植樹企画が行わ
れました。品川駅近く高輪3丁目にある東禪寺は
境内にある大きな樹木や素晴らしい日本庭園を
大事に守っています。この企画に応募された方は
350名を超え、地域の方々の緑に対する関心の高
さがうかがえます。記者たち3名も早速この企画
に参加しました。
　まず宮脇先生から、その土地柄に合った樹木（潜
在自然植生）を何種類も混ぜて植えることによ
り、何百年も存続する森ができるというお話があ
り、今回はシイ、タブ、カシなど45種類の苗木
1800本を東禅寺内の約500m3の土地に植えると
のこと。ひとつひとつの苗木について詳しい説明
がありました。
　早速みんなで植樹開始。植える区画の土は既
にやわらかく開墾され、斜面はきちんと土留めさ
れていました。あまり密になりすぎないよう、また

種類が片寄らないよう注意しました。植え終えた
あと、用意された敷き藁を土が見えなくなるまで
苗木の周りに置き、藁が飛ばないように、その上
からロープを四方八方に張りめぐらせました。
けっこう時間はかかりましたが、誰もが達成感
いっぱいの表情をしていました。
　この苗木が5年後、10年後どうなるのか、とて
も楽しみです。区内に多くの“本物の森”ができ
ることを願い、取材を終えました。

何百年も存続する森づくりを目指して

宮脇先生の植え方の説明 みんなで木の苗を植えています

地域のHOTな人たち
緑を守り育てる！緑を守り育てる！

 高輪地区をもっともっと緑 と花でいっぱいにできたら・・・こんな目標を掲げて取り 組んでいる人が大勢います。    ミニガーデンから数百年存続する 森づくり、そのプランは千差万別ですが、  
 緑や花を増やしていくことは快 適な未来を創造するための第一歩。

そのための4つの活動に情熱的に取 り組んでいる人々をご紹介しましょう。

四の橋 夏まつり四の橋 夏まつり

豊岡町会盆踊り大会豊岡町会盆踊り大会

四の橋夏まつりでは、恒例の鼓笛隊パレー
ド、和太鼓や大ジャンケン大会、盆踊りなど
イベントで盛りあがります。楽しさいっぱい
の夏まつりを楽しんでください！
■開　催：8月7・8日（土・日）
■場　所：四の橋～白金商店街

町会主催の盆踊り大会です。縁日もあります！
■開　催：8月7日（土）
■場　所：豊岡町会第二会館前広場　三田5-7-8 東京アメリカンクラブ 盆踊り東京アメリカンクラブ 盆踊り

太鼓のパフォーマンス、浴衣コンテスト
や港区民謡舞踊連盟との盆踊りなど、ア
メリカのカーニバルと日本の夏祭りを楽
しめるインターナショナルなお祭りです。
東京アメリカンクラブの高輪仮施設は、
来年、麻布台に移転します。高輪地区で
の最後の夏まつりを楽しみましょう！
■開　催：8月７日（土）
　16:00 ～ 20:00
　入場無料（品川駅高輪口からシャトルバスあり）
■場　所：東京アメリカンクラブ駐車場　高輪 4-25-46

高輪神社例大祭高輪神社例大祭
今年も各町内の神輿が練り歩きます！３年おきの宮神輿は来年担げます！
■開　催：9月11・12日（土・日）
■場　所：高輪神社　高輪 2-14-18

白金氷川神社大祭白金氷川神社大祭
氏子が20町会にまたがる氷川神社。町内
ごとに神酒所がつくられます。神社でお祓
いを受けた後、神輿や山車が町内を巡行
してお囃子車が大祭を盛り上げます！
■開　催：9月18・19日（土・日）
■場　所：白金氷川神社　白金 2-1-7

春日神社大祭春日神社大祭
各町会に神酒所がつくられ、10ヶ町の神
輿が桜田通りに勢揃いすると町内はお祭
り一色となります！地域に密着したお祭り
と街の賑わいを楽しんでください！
■開　催：9月4・5日（土・日）
■場　所：春日神社　三田2-13-9

地域の様々な世代の人たちが集まり、一緒に
音楽を楽しむことで地域への誇りと愛着を深
められるイベント！今年1月に開催したフェス
ティバルは、アマチュアとプロの音楽家たちが
大集合し、歌やコーラス、ミュージカルと多彩
な音楽会でした。今年度も引き続き開催いた
しますのでぜひご参加ください！

白金高輪
グリーン

ミュージック
フェスティバル

アマチュア出演者を募集！！

【問い合わせ】 
高輪地区総合支所協働推進課 地区政策係　☎5421-7123

「白金でお洒落な大人の音楽を楽しもう！」をコンセプトに、ボランティア
グループ白金志田町倶楽部が主催して白金の飲食店や花店、ゴルフラウ
ンジ等で開催しているプロミュージシャンによるJAZZライブ。2009年
3月から毎月1回開催され、25回目となる今回は、女性3人ユニット「ソン
リサス」によるほのぼのとした
キューバ音楽です。パーカッション、
マリンバ、リコーダーの協演、そして
ステージと客席が一体となった楽
しい演奏を堪能ください。なお、保
護者同伴に限りお子様の参加も可
能です。
日 時：8月27日（金）19:00 ～
場 所：David’s Deli（イスラエル料理）　三田5-13-13
ミュージックチャージ：1,500円（子ども500円） ※飲食代別
【問い合わせ】 白金志田町倶楽部　☎3444-2920 予約制（先着30名）
    kai@ifaps.org      URL  http://shidamachi.exblog.jp/

ザルツブルグの
モーツァルテウム音楽院在学　

中島章博氏

Let’s ミュージック！

白金志田町倶楽部JAZZライブの夕べ
ほのぼのキューバ音楽！ 演奏：「ソンリサス」　　

（担当／田中・中嶋・山根・安藤・河村）（担当／中嶋・安・滝川）

ゴーヤとイサキの
エスカベッシュ
ゴーヤとイサキの
エスカベッシュ

■イサキ（あじ、サーモンでも可）・・ 1尾
■強力粉（薄力粉も可）・・・・・・・・ 適宜
■ゴーヤ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1／2本
　（スプーンで種を取り除いておく）
■玉ネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1／2本
■パプリカ（赤、黄色など）・・・・・・ 1／2個 ❶イサキを３枚におろし、3等分にする。塩胡椒

　し、粉をまぶして素揚げしておく。
❷ゴーヤ、玉ネギ、パプリカは、5mmの厚さにス
　ライスする。
❸鍋にオリーブオイルを入れ、野菜をサッとソテー
　し、白ワイン、白ワインヴィネガー、バジル、砂
　糖、塩、胡椒を加えて蓋をし、30秒ほど蒸し焼
　き状態にする。
❹素揚げしたイサキをバットなどの容器に入れ、
　その上から❸をかけて粗熱をとり、冷蔵庫に
　一日おく。温かいうちに食べてもおいしい。

■オリーブオイル ・・・・・ 50cc
■白ワイン・・・・・・・・・・・ 50cc
■白ワインヴィネガー（醸造酢でも可） 　
　　  ・・・・・・・・・・・・・・ 80cc
■砂糖 ・・・・・・・・・・・・・ 大さじ2
■塩、白胡椒 ・・・・・・・・ 適宜
■バジル（ローズマリー、ミントなどでも可）
　　  ・・・・・・・・・・・・・・ 大4枚  ざく切り

※エスカベッシュは洋風南蛮漬けです

材料 （4人分）

マリナード （マリネ液）の材料

作り方 

魚は、こんがりと揚げましょう。

砂糖は、好みで調整しましょう。

ワンポイントアドバイス
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春日神社大祭

高輪神社例大祭

白金氷川神社大祭

豊岡町会
盆踊り大会

前回、三田の正覚院で行われた芸術活動家協会主催の寺町JAZZコン
サートは、80名を超える入場者があり大好評でした。寺町コンサート第３
弾は、ザルツブルグ音楽院在学の指揮者中島章博氏と、弦楽13～16名
（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス）編成
のミニオーケストラによるカジュアルコンサートを
開催します。ウィーン、ザルツブルグなどの映像紹
介もあり、中島氏のトークと名曲により音楽の都
オーストリアの香りを楽しむことができます。
日時：9月19日（日）14時開演（１時間30分程度）
　　　　　　　　　   13時 30分開場
場所：東海大学高輪校舎１階 4101教室
主催：芸術活動家協会　
協力：東海大学高輪校、松ヶ丘会、二本榎町会など
入場整理券：500円　予約制　 定員：150名
【問い合わせ】 芸術活動家協会 ☎090-8452-1229 （コンサート窓口専用電話）
    info@eas-artist.org

寺町コンサート

ザルツブルグ音楽院の若き指揮者が
ミニ・オーケストラを振る!

日　時：11月27日（土）
会　場：明治学院大学キャンパス内
★後日、アマチュア出演者を募集します。
　詳細は下記問い合わせへ。

夏 祭 り夏 祭 り ～祭りだ！ワッショイ！～～祭りだ！ワッショイ！～

地 域 の イ ベ ン ト地 域 の イ ベ ン ト

　高輪警察署・高輪消防署二本榎出張所
にはさまれ、東禅寺方向に下る坂、桂坂。
その道の両側にきれいな花壇がずらっと並
んでいるのを目にした方も多いでしょう。こ
れは「桂坂を花いっぱいにする会」が2年以
上かけてつくりあげた光景です。
　4月末、港区アドプトプログラムを利用して
「桂坂を花いっぱいにする会」のみなさん
が桂坂の高野山東京別院前にある花壇に
花を植え付けました。
■参加団体
　高輪親睦会、高輪台小学校、高輪幼稚
園、高輪消防署二本榎出張所、高野山東京
別院、東京電力高輪変電所、高輪児童館、
高輪警察署
　今回は、高輪台小学校新3年生と高輪幼

稚園の年長さん、地域のみなさんが協力し
て、ペチュニア、セキチク、マリーゴールドな
ど6種類の花を植えました。
　高輪親睦会の会長嶋順一郎さんもこのプ
ロジェクトを立ち上げた団体の一員で、お父
さんの代から桂坂付近にお住まいで、長年、
地域の環境改善に尽力されています。水やり
を当番制にせず、気がついた有志が行い、
既に2年が過ぎたということです。その間に
アジサイも想定以上大きくなり、他の花も常
時美しく咲いていて花の盗難もないそうで
す。近所のみなさんがいかに花を愛し、この
プロジェクトに協力しているかわかります。
　花壇近くにお越しの際は、ぜひみなさん
で花への水やり（水とジョウロを用意してい
ます）、手入れをお願いします。

■アドプトプログラムとは
　区と区民がお互いに協力しあって、地域
の共有財産である道路や公園等の緑化活
動や清掃などの維持管理活動に取り組む制
度です。1980年代にアメリカで始まった制
度で、「アドプト」とは「養子にする」（または
「養子縁組」）こと。道路や公園等が地域
のコミュニティ活動の場となり、活動する方
はもとより利用する方にも愛され親しまれて
いくことを目指しています。

高輪コミュニティぷらざ 職員食堂 kif-kif シェフ 原さん
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高輪地区総合支所　協働推進課　〒108-8581　港区高輪1-16-25　TEL：5421-7123   FAX：5421-7626
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この街が好きだから。できることから一緒に始めませんか？この街が好きだから。できることから一緒に始めませんか？
高輪地区生活安全・環境美化協議会高輪地区生活安全・環境美化協議会

こんな活動をしています＜4つの専門部会活動＞ 参加はどなたでもできます（メンバー募集中）

今後の活動予定

活動団体の皆さん
町会・自治会、商店会、青少年対策地区委員会、母の会、防犯協会、ビル防犯協力会、交通安全協会、消防団、防火防災協会、警察
署、消防署、国土交通省、東京都建設局、東京青年会議所、日本たばこ産業（株）、（株）ケーブルテレビジョン東京、東京電力（株）、
食品容器環境美化協会、白金志田町倶楽部、“社会を明るくする運動”推進委員会、京浜急行電鉄（株）、港区　計88団体

『地域生活の安全確保と環境美化の推進』を目的として、高輪地区（三田4・5丁目、高輪、白金、白金台）に住み、
働き、活動する88の団体、企業、官公庁で構成された地区最大の組織です。

■高輪地区の企業や任意のグループなど、単位の大小は問いません。
■活動への参加は、負担のない範囲でかまいません。
　可能なものから参加してください。
■参加に費用はかかりません。
　活動に必要なものは協議会で準備します。
【問い合わせ】
協議会事務局：高輪地区総合支所 協働推進課 活動推進係   
☎5421-7621

打ち水大作戦
夏の夜間パトロール

タバコマナーアップキャンペーン
自転車交通安全キャンペーン

小学校通学路点検
文化財周辺クリーンキャンペーン

■パトロール専門部会
地域のパトロールを実施しています。

■道路・公園専門部会
道路工事進捗状況の把握や通学路
点検、公園等の安全対策などの活動
をしています。

■自転車・バイク対策専門部会
放置自転車・放置バイク対策や交通
安全マナー向上の活動をしています。

■環境美化専門部会
清掃活動や、タバコマナー啓発キャン
ペーン、打ち水などを実施しています。 8 月

9月

9月～
11月

■区長による8020達成者表彰
■港区立小中学校の生徒さんに
　よる研究発表
■ゲスト：歌手　奥華子さん
　（映画「初恋」「ガーネット」の主題歌）
■日時：平成 22年 10月23日（土）13：00～ 17：00
■場所：高輪区民センター

【問い合わせ】
みなと保健所保健サービスセンター　 ☎3455-4772
芝歯科医師会　　　　　　　　　　 ☎3431-7716
麻布赤坂歯科医師会　　　　　　　 ☎3403-1402

「お口の健康フェスタ」開催のお知らせ

地域の誰もが気軽に立ち寄って、お茶を飲んでのんびりしながら、そこで出会う人
と楽しく交流ができる場所を探しています。そんな空間をあなたのお家の近くでも！
■スペースを提供してください。
　（町会会館やお寺の境内などの自由に出入りできる空間）
■日程等は応相談。
■運営・備品用意等は支所で行います。
■謝礼等はお支払できません。（光熱水費は実費弁償いたします。）
■その他、詳細についてはお問い合わせください。

“ふれあい”のお手伝いしませんか？
寺町コミュニティ事業（高輪地区総合支所地域事業）

＜昨年度の様子＞
高輪コミュニティぷらざ、高野山東京別院で実施しました。お茶を飲みながら、のんびりとお話しを
したり、ミニイベントではマジック講座やビニール袋でロケット作り、折り紙教室も行い、子どもから
ママさん、お年寄りの方まで幅広い世代の方々に楽しんでいただきました。

【問い合わせ】
高輪地区総合支所協働推進課　地区政策係　☎5421-7123

三田４･５丁目･高輪
白金･白金台
発行：高輪地区総合支所
　　　協働推進課

（担当 / 安藤）

表紙絵 白金氷川神社 佐伯 庄吾さん（高輪在住）

2010年7月2010年7月
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緑
で
風
の
道
を
つ
く
ろ
う

　

50
年
も
昔
の
話
で
恐
縮
で
す
が
、
夏
、
夕
方
に

な
る
と
必
ず
縁
側
に
涼
し
い
風
が
通
り
抜
け
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
9
年
の
寺
田
寅
彦
氏
の
随

筆
に
、
「
夏
の
夕
べ
の
涼
風
は
帝
都
随
一
の
名
物

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
そ
れ
を
自
慢
す
る
江

戸
子
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の
東
京
で
は
、
夕
べ
の
涼
風
は
当

た
り
前
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
東
京
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
壁
の

よ
う
に
立
つ
高
層
建
築
群
が
海
か
ら
の
風
を
遮

り
、
さ
ら
に
、
冷
房
の
排
熱
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
輻
射
熱
な
ど
に
よ
る
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
と
や
ら
で
、
百
年
間
で
3
℃
以
上
も

温
度
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
夕
べ
の
涼
風
」
と

い
う
言
葉
さ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
体
、
こ
れ
か
ら
東
京
の
夏
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
し
、
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
港
区
環
境
課
の

調
査
に
よ
る
と
区
内
で
は
こ
の
白
金
・
高
輪
・
三
田

地
区
は
夏
、
最
も
涼
し
い
地
域
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
区
が
港
区
の
中
で
緑

が
最
も
多
く
、
緑
が
熱
を
吸
収
す
る
た
め
だ

か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
連
続
し
た
緑
は
風
を

呼
び
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
で
は
ま

ち
の
真
ん
中
に
連
続
す
る
緑
地
帯
を
つ
く
り
、

風
の
道
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
わ

が
街
で
も
、
海
か
ら
続
く
緑
地
帯
を
つ
く
れ

ば
、
夕
べ
の
涼
風
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
緑
を
守
り
育

て
、
海
か
ら
の
素
敵
な
風
を
呼
ぶ
「
風
の
道
」

が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

❷  地域のイベント
 夏祭り〜祭りだ！ワッショイ！〜

　　　　四の橋 夏祭り

　　　　豊岡町会盆踊り大会

　　　　春日神社大祭

　　　　白金氷川神社大祭

　　　　東京アメリカンクラブ 盆踊り

　　　　高輪神社例大祭

 Let’s ミュージック！

 寺町コンサート 

 白金高輪
　　グリーンミュージックフェスティバル

❸  この街にこの人あり
 明治学院大学教授・社会福祉学者

 河合 克義さん

❹ ❺ さんぽみち
 2つの顔を持つ町、白金！

❻ ❼ 地域のＨＯＴな人たち
 緑を守り育てる！

　　　　緑のカーテン

　　　　みどりのサポーター

　　　　東禅寺のどんぐりの森づくり

　　　　桂坂を花いっぱいにする会

 

CONTENTSCONTENTS

品川駅東口～浅草線三田駅間
を毎日20分間隔で運行してい
ます。ぜひ、ご利用ください。

高輪ルート
　　 運行中！
高輪ルート
　　 運行中！

お口に関する景品も用意しております。


